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行政情報

「公共工事等における新技術活用システム」（NETIS）
の現況

渡　邉　賢　一

国土交通省では，有用な新技術の積極的な活用を推進することで，公共工事のコスト縮減や品質向上を
図り，新技術の更なる改善を促進するための仕組みとして，NETIS（新技術情報提供システム）を運用
している。より一層の新技術の活用促進のため，テーマ設定型（技術公募）を実施する第三者機関等の公
募や，新技術のNETIS 登録の迅速化のため，開発者のNETIS 登録申請を支援する団体の公募等を実施
しており，本稿ではそれら最新の取り組みについて紹介する。
キーワード： 建設施工における新技術，NETIS（新技術情報提供システム），テーマ設定型（技術公募），

有用な新技術の活用促進，NETIS 登録の迅速化

1．NETISの概要と新技術活用の現状

国土交通省では，有用な新技術の積極的な活用を推
進することで，公共工事のコスト縮減や品質向上を図
り，新技術の更なる改善を促進するための仕組みとし
て，2001 年度からNETIS（新技術情報提供システム，
約 3,000 技術登録（2018.9 時点））を運用し，国土交
通省発注工事における新技術の活用率（新技術を活用

した工事件数を総工事件数で除したもの）は，約
43％（2017 年度）となるなど，NETIS は新技術の普
及に寄与している（図─ 1参照）。
一方，NETIS 登録技術は数多あるものの，個々の
技術的特徴がわかりにくい等の原因により現場での活
用が進みにくいという課題がある。この課題を解決す
るために，「テーマ設定型（技術公募）」の活用方式を
用い，技術比較資料を作成し，発注者や設計を担当す

特集＞＞＞　最先端の高度な建設技術の開発と実用化

図─ 1　公共工事等における新技術活用システム
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る建設コンサルタント等が技術を選定しやすくする取
り組みを推進している。2018 年度からは，「テーマ設
定型（技術公募）」を実施する第三者機関等の公募を
行い，その取り組みの一層の加速を図っている。
また，特に有用な技術の普及・現場導入を推進する

ため，推奨技術等を対象に専用サイトを設立するとと
もに，NETIS 掲載期限を終了した技術について確認
できるよう，技術名称や開発者名等を記載した掲載期
限終了技術リストを更新している。
また，NETIS 登録の迅速化も求められており，

2018 年度にはNETIS 登録申請時に申請者を支援する
団体を公募し，その情報をNETIS で発信する取り組
みを開始している。
本稿では，以上のようなNETIS の最新の取組につ

いて紹介する。

2．新技術の現場導入促進に向けた取り組み

（1） 「テーマ設定型（技術公募）」の拡大について（第
三機関等の公募）

従来の活用方式である，「試行申請型」，「フィール
ド提供型」，「発注者指定型」，「施工者希望型」に加え，
「テーマ設定型（技術公募）」を 2014 年 4 月より開始
した。
「テーマ設定型（技術公募）」を通して，現場ニーズ
に基づき設定した技術テーマに対し，応募のあった技

術を，同一条件下での試行調査等を経て，現場で積極
的に評価（原則，1年以内に評価）することで，新技
術の現場導入，評価の加速化に取組んでいる。
活用，評価した技術については，技術比較資料を作
成し，技術特性（優れた点や類似技術との違い）を明
らかにするとともに，設計要領等に位置付けること
で，受発注者等が，技術比較資料を新技術選定に活用
でき，適切な技術の現場導入を促進することとなる。
テーマ設定型による新技術のさらなる現場導入を加
速させるため，今後取り組む技術テーマについては，
リクワイヤメント（要求性能）等を設定することとし
た。
2018 年度からは，「テーマ設定型（技術公募）」を
実施する第三者機関等を公募・選定し，技術テーマを
倍増させ，更なる新技術の現場活用の早期拡大を図っ
ていく（図─ 2，3参照）。
なお，リクワイヤメント等を設定した技術テーマの

うち，「コンクリート構造物のうき・はく離を検出可能
な非破壊検査技術」については，2018 年 3 月に技術
比較表を公表するとともに要領等に反映され，現場へ
の試行導入も進んでいるところである（図─ 4参照）。
「テーマ設定型（技術公募）」の最新状況（選定技術
や現場検証状況など）については，下記HPにて公表
している。
http://www.m-netis.mlit.go.jp/

図─ 2　テーマ設定型（技術公募）のプロセス
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（2）推奨技術等専用サイト
国土交通省では，公共工事等に関する技術の水準を

一層高めるため，有用な新技術を対象に「推奨技術」
等を新技術活用システム検討会議（有識者会議）にお
いて選定し，当該新技術の普及啓発や活用促進等を
行っている。 
2018 年度は，推奨技術 1技術，準推奨技術 6技術，

評価促進技術 2技術を選定したところである。これに

より，推奨技術の合計は5技術，準推奨技術は16技術，
評価促進技術 4技術となった（図─ 5～ 8参照）。
加えて，2017 年度まで推奨技術，準推奨技術，一
般化・標準化技術に選定された 96 技術について，技
術特性を分かりやすく表にまとめた専用サイトを更新
し，一層の活用の促進がはかれるよう広く周知してい
る。
推奨・準推奨技術に選定された技術は，掲載期限（最

図─ 3　テーマ設定型（技術公募）　第三者機関等と実施テーマ

図─ 4　テーマ設定型（技術公募）の取り組み
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図─ 5　有用な新技術の位置付け

図─ 6　平成 30年度　推奨技術等一覧（1/3）
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図─ 7　平成 30年度　推奨技術等一覧（2/3）

図─ 8　平成 30年度　推奨技術等一覧（3/3）
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大 10 年）後も推奨・準推奨技術の名称を使用でき，
引き続き本推奨技術等専用サイトにて紹介していく。
本年度以降に選定された技術についても，今後，追加
する予定である。
http://www.netis.mlit.go.jp/NetisRev/Search/

html/RecomendList.html
参考 1：「推奨技術」
公共工事等に関する技術の水準を一層高めるために

選定された画期的な新技術
参考 2：「準推奨技術」
公共工事等に関する技術の水準を一層高めるために

選定された画期的な新技術で，推奨技術と位置づける
ためには更なる発展を期待する部分がある新技術
参考 3：「評価促進技術」
他機関等の実績に基づき，公共工事等に関する技術

水準等を高めることが見込める技術

（3）掲載期限終了技術リストについて
NETIS 掲載期限を終了した技術について確認でき

るよう，技術名称や開発者名等を記載した掲載期限終
了技術リストを更新した。なお，評価済みの技術につ
いては，「活用状況」欄にNETIS 掲載期間内の大ま
かな活用件数を示している。
以降に掲載期限を終了する技術についても，追加す

る予定である。

（4）NETIS登録申請支援団体について
NETIS の登録申請受付，並びに相談等については，

これまで各地方整備局等において窓口を設置し対応し
てきたところであるが，NETIS 登録の迅速化を求め
る意見もあり，2018 年度よりNETIS 登録申請を支援
する団体を公募し，NETIS ホームページ上で一元的
に周知する取り組みを開始した。なお，本取り組みは
2018 年度末までの 1年限りの試行であり，その効果
等について検証していくこととしている。

3．おわりに（今後の展望）

国土交通省では，有用な新技術の積極的な活用を推
進することで，公共工事のコスト縮減や品質向上を図
り，新技術の更なる改善を促進するための仕組みとし
て，2001 年度から NETIS を運用しており，2018 年
度においても，「テーマ設定型（技術公募）」を実施す
る第三者機関等を公募する等，その取り組みを拡大し
ている。
今後も，更なる効率的・効果的な新技術活用を推進
するため，NETIS の改正や新たな取り組み等を検討
していくので，開発者，施工者，設計業者各位におか
れては，引き続きご支援・ご協力をお願い申し上げる。
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